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3.論文類
J 1口高風 「迦葉伝衣非金欄弁と伝衣証の論争j，印度学仏教学研究62(31・2),1983. 












































































13『倶舎論』巻 23(T29、119bll・15); AKBh.(34312ー1s;P.Pradhan ed Abhia勿mm-.fo.fab
hti,S)ia, Patna, 1967) 0 7a : tatil~magata-utpattiJ:i tasmad dhannasmrtyupasthanad evam a 




らである） ; AKVy.(53212-1s ; U.Wogiwara ed.，ミohtl,ltirthaAbhidharma.fo.fal'.}'fi,f,今dTo 
kyo 1989）。
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23 MN.I (70幻k牢in~suttanta, 480） 「Keca mayaqi bhante ke ca dhammassa aiiiiataro ti.J 
（師尊！我等は誰なのか。法の知者は誰なのか。） ;PTS参照“Whoare we, reverend sir, 
and who are the knowers of dhamma？”（II.155）とある；また Bhikku[1995, 583] The 
Middle Length Discourses of the Buddhα一－ANew Translation of the M明'hima］＼心；匂1a(USA, 
























28『倶舎論』巻 4(T29、2la26-bl); AKBh.(601・1): ( I32c preme sraddha] dvi-vidhaqi h1 
prema kli$tam-akli号tarp.ca I tratra kli与tarp.trsna yatha putra-daradi刊 Iakli与tarp.sraddha 
品strgu而－gunaI syac chraddha na prema I dul:ll<ha-samudaya-almbana sraddha I syat prema 














一 ＋ 五欲などへの好み（ 「渇愛」、 tr~na）。
一 ＋ ＋ 滅諦、道諦における出世間の因果。
































同 → 愛敬 J石 ｜→ 正思惟 → 正念、正智 → 護六根 → 護戒
→ 正定 → 知実知見 → 厭離、無欲 → 解脱 → 浬繋3・10
30『大毘婆沙論』巻29(T27、150cl6-l7）； 『毘曇婆沙』巻16(T28、116all-ll）。
31『長阿含』巻2『遊行経』 (Tl、llcl5・16）； 『発智論』巻2(T26、925a8・11）， 『八慢
度論』巻2(T26、778bll・13）；『倶舎論』巻4(T29、2lab7-ll）。






















































通 「磁j 、（7）州名、（8）姓。ここは、（2）篤愛と意味する；一方、 dSanskrit-English 
Dictionary(p.834; M Monier-Williams, Oxford 1899rpt.1988）“maitri”（慈），仕iendship,
friendliness, benevolence, good will. 
























































53『倶舎論』巻23(T29、120b3・4）； 『！｜慎正理論』巻61(T29、681b28・c2); AK.Bh.(34613 
_ 15)dve tv adho’paiva//20d l va・5abdomata-vikalpa-arthaJ:i I bhadanta-gho号akasyatu dve 
prathame nirvedhabhagiye sapta-bhiimike kamavacare api taJ:i ／しかし、二つは或いは下に
もある。 「或Jという語はもう一つ別の意趣がある。しかし、大徳妙音にとっては、初
めの二つ（媛、頂）の順決択分は七地に属し、欲 〔界〕 繋でもある。 ; AKVy. (537so) 








『大毘婆 『甘露味 『阿毘曇 『阿毘曇 『雑阿毘























































園満E，次復殺生修所成慧、即名為4援。 J(T27、34a21-c23）； 『毘曇婆沙』巻 3(T28、
24cl6-25al3）。
58一方、 2節に説かれている 「鎖；kJの嘗えは上述の三慧の場合と類似すると言えよう。
























































64『雑阿含』巻28(749)(T2、198bll・15); SN.45(V.1）“V甘jaca kho bhikkhave pubbangama 



































































ある。 「媛善根Jが成立した過程は、 『大毘婆沙論』における 「四諦現観J、「聖
道Jと結びつきの経過において、見道の直前の段階である「）I慎決択分Jが完成さ
れたのである。よって、「媛」法の 「色界繋jという定説は理解できるであろう。
一方、「媛J法の 「欲界繋」説に関わる「四預流支」は、言葉の通りに預流果
に達する条件であるので、 「媛J法の出典の意味合いに相応していると分かる。
朝鮮初期 『儒釈質疑論』に現れた宇宙観
1. 序論
2. 本論
1）釈迦の誕生課程と易の理論
2）仏教の三身と易の河図－ 洛書八卦
3）時空観の比較
3. 結論
1. 序論
鄭栄植＜東京大学博士課程＞
韓国で、統一新羅と高麗時代は仏教の全盛期で、社会的な影響力の面で仏教
が儒教を圧倒した。とのような現実的な優劣と主補的な役割分担の下で、儒仏
は相互並立を維持した。しかし、高麗末期になると、相互並立の構図は崩れ初
め、朝鮮時代になると、朝廷は遂に崇儒抑仏の政策を採ることになる。その最
も大きな原因は、高麗末の性理学の輸入である。性理学者達は高麗末の仏教教
団の腐敗を非難すると同時に、仏教教理そのものを非難するに至る。代表的な
人が鄭道伝（1342～1398）で、彼は「心気理篇」「心問天答」「仏氏雑弁J等で、
仏教教理を全面的に非難する。このような排仏論に対して、仏教では省敏が何
百人の僧徒たちと共に朝廷に訴え、尚聡は仏教教団の改革を自ら提案するなど、
排仏論に反発した。しかし、まだ、仏教教理に対する性理学者達の批判に論理
的に応答できる能力は備えていなかった。
排仏論に対して最初に理論的に対応したのは、司＂虚得通己和（1376～1433）の
